
墨 田 区（報道）            

                  令和５年３月15日 佐藤 
～ 11カ月間、勉強を教えてくれてありがとう！感謝の会を開催しました ～ 

外手児童館学童クラブの児童から両国
中ボランティア部の生徒へ感謝状 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《開催概要》 
日時：令和５年３月14日（火）16時00分～16時30分 
※今年度、両国中ボランティア部は毎週火曜日に活動。学童クラブでの学習交流は生徒たちが輪番で
実施。それ以外にも、ペットボトルキャップ回収や、学校周辺のゴミ拾い、SDGsに関連した映像
制作など、さまざまな活動を行っている。 

場所：外手児童館学童クラブ両中分室（墨田区横網１－８－１・両国中学校内） 

《写真》当日の様子 
 
 
 
 
 
 
 

 
《参考》中学生区議会概要 
  未来の墨田区を担う子どもたちに、区議会を模擬体験してもらうことで、主権者としての意識や郷土
に対する愛着、関心を深めてもらうことを目的に、平成６年から開催されており、令和３年度まで 28
回実施。毎年区内中学校10校から２名ずつ代表者を選出して開催。 

《問合せ》子育て政策課（学童クラブ）℡03-5608-6195 
すみだ教育研究所（中学生による学習交流活動）℡03-5608-6621 

※ お問い合わせは午後５時までにお願いします。（広報広聴担当 ℡03-5608-6220） 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

令和３年度の中学生区議会において、「中学生のボランティア活動の一環で、放課後などに小学生の宿題
を見たり、遊びをサポートする活動をしたい。」という子育て支援に対する提案がありました。区では、そ
の提案をきっかけに検討を重ね、昨年５月より、区立両国中学校内にある外手児童館学童クラブにおいて、
同中学校ボランティア部の生徒が、学童クラブに通う児童の学習をサポートする活動を行っています。 
３月 14 日（火）、年度内最後となるボランティア部の活動日に、これまで 11 カ月間にわたって学習交
流活動を続けてきた生徒たちに対して、学童クラブの児童、職員が感謝の会を開催し、感謝状と児童がメ
ッセージを書いた色紙をプレゼントしました。 
集まったボランティア部の生徒11名は、まずはいつも通り、参加した児童８名とともに学習交流を実施
しました。児童が算数の計算や間違い探しのプリントを解くサポートを行いました。学習交流の終了後、
感謝の会が執り行われました。 
最終活動日を終えた生徒たちからは、「とても楽しい活動だった。子どもたちからも素敵な感謝状と色紙
をもらえて、とてもうれしいです。」「普段子どもたちに勉強を教える経験はないので、すごくいい経験に
なりました」など、11カ月間の活動を振り返りました。 
３年生の卒業により、同校のボランティア部員は5人となりますが、新たに部長になる生徒は「これか
らもぜひこの活動を続けていきたいです。新入生にたくさん入部してもらえるよう頑張りたいです。」と意
気込んでいました。 
区では、子育て部門と教育委員会事務局とが連携し、来年度も中学生による学童クラブへのボランティ
ア活動をさらに充実させることを目指しています。 


